
第２学年理科学習指導案 
                                    日 時  平成１２年９月２９日（金） 
                                    学 級  水沢市立水沢中学校２年Ｂ組 
                                        （男子２１名 女子１８名 計３９名） 
                                    指導者  伊藤 江美 
 
１．単元名  化学変化のしくみと原子・分子 
 
２．単元目標 
（１） 化学変化の前後における物質の質量を測定する実験を通して､反応の前後で物質の質量の総和が等しいことを見出すことが

できる。 
（２） 金属を熱したときの質量変化を調べる実験を通して、互いに反応する物質の質量間には一定の関係があることを見出すこと

ができる。 
（３） 物質は原子を表す記号を使って表記できることを知るととともに、化合物の組成は化学式で、また、化学反応は化学反応式

で表すことが出来ることを理解できる。 
 
３．単元について 
（１） 教材観 
    私達の身の回りには様々な物質が存在しており、多くの物質に囲まれて生活している。しかし、それを形づくっている原子 
   は約１００種類である。自然界に存在する多くの物質はまず原子どうしがつながり、分子どうしがつながり、最終的に物質に 
   なっていく。それらの物質は化学変化により別の物質に変化したり、もとの物質にもどったりしている。その際、原子は新た 
   にできることも消滅することも無く、原子の組成が変わっているだけである。このように身の回りでおこる物質の変化、特に 
   も化学変化を現象のみならず、本質的にとらえさせるために原子・分子のレベルで微視的に理解させることが必要と考え、学 
   習指導要領に掲げられている目標（３）及び内容ア（エ）（オ）、イ（ア）（イ）をもとに本単元を設定した。 
 
（２） 生徒観 
    生徒は前に原子自身にも質量はあり、また他の種類の原子に変わったり、なくなったり、新しくできたりすることはけして 
   ないものだということを学んでいる。しかし生徒は原子の考えを単に知識として、機械的に覚えているため、目に見えること 
   に捕われる傾向が強く、目に見えるものの質量の存在は意識できても、目に見えない気体などの質量の存在については普段の 
   生活で意識されることはまず無い。事前に行った調査でも物質が燃えると質量は軽くなると予想した生徒が約５０％であった。 
   これは気体に質量があることが定着していないためでもあると考える。 
 
（３） 指導観  

 この単元で取り上げる「化学変化における質量の保存」は、原子や分子の考えを検証するための根拠となるひとつの法則で

ある。しかし原子どうしが結びついたり、離れたりするのを目で見るのは不可能である。 
そこで、物質の出入りの無い化学変化について、反応に関係する物質の質量は変化しないことから、化学変化の前後では質量

は変化しないのではないかという考えを持たせてから、本時の展開である物質の出入りがある化学変化について入っていきた

いと考える。とくに本時では実験から反応の前後で質量が増減したことから、出入りした物質の質量に目を向けさせたい。そ

こから前回の実験結果と比較させ、なぜ、今回の実験では質量が変化したかという理由を考えさせることにより、目に見えな

い原子の存在をとらえさせるとともに原子は不滅であるという考えを明確化させ、開放系における化学変化では原子が空気中

から取り入れられたり、空気中に放出されるということを見出させ、質量を出入りさせなければ質量は変化しないのではない

かということに気づかせたい。また話合いの活動を取り入れることで、全体での発表に抵抗を持つ生徒の考えも大切にし、ひ

とりひとりが持っている考えを深めていくとともに、生徒の持っている知識を引き出せるよう配慮していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．指導計画 
  評価の観点  関：自然現象への関心・意欲・態度   思：科学的な思考 
         実：観察・実験の技能・表現      知：自然現象についての知識・理解 
  化学変化のしくみと原子・分子（9時間） 

評価の観点 
学 習 内 容 時

間 指 導 目 標 考える力・表現する力に関わる 
指導評価上の留意点 関 思 実 知 

・ 化学変化の前後で物質

の質量はどうなるか 
 
（本時２／9時間） 
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 化学変化の前後における物質の質

量を測定する実験を通して､反応の

前後で物質の質量の総和が等しいこ

とを見出すことができるようにす

る。 

思：開放系の化学変化において質量の

増減した理由を考えることができた

か。 
思：他の人の意見を聞き、自分の考え

を高めることができたか。 
表：開放系の化学変化において質量が

増減した理由について自分の考えを述

べることができたか。 

○ ◎ ◎ ○ 

・ 化学変化に関係する物

質の質量の割合 
４  金属を熱したときの質量変化を調

べる実験を通して、互いに反応する

物質の質量間には一定の関係がある

ことを見出すことができるようにす

る。 
 

思：実験結果から金属の質量と化合

した酸素の質量の割合は一定である

ことを見出すことができたか。 
表：化学変化において反応に関係す

る 2 つの物質は決まった割合で結び

つくことを説明できたか。 

◎ ○ ◎ ◎ 

・ 物質や化学変化を記号

で表す 
 

２  物質は原子を表す記号を使って表

記できることを知らせるとととも

に、化合物の組成は化学式で、また、

化学反応は化学反応式で表すことが

出来ることを理解することができる

ようにする。 

思・表：物質は原子記号で表される

ことを知るとともに、今まで学んだ

化学変化を原子・分子の考えで説明

できたか。また、化学反応式の意味

を説明できたか。 

◎ ◎ ○ ◎ 

 
５．本時の指導 
（１） 目標 
   ・開放系の化学変化において、化学変化前に関係する物質の質量と化学変化後に関係する物質の質量に違いが生じるのは気体 
   の出入りがあるためだということに気づき、気体の出入りが無ければ化学変化の前後で質量の総和は変化しないと予想するこ 
   とができる。 
 
（２） 本時の展開 

学 習 活 動  
学 習 内 容 

教師の活動 生徒の活動 留 意 点 評  価 

 
・ 気体発生や燃焼の例について

発表させる。 
 
 
 
 
 

 
・ 石灰石に塩酸を加えると二酸

化炭素が発生する、二酸化マ

ンガンにオキシドールを加え

ると酸素が発生する、スチー

ルウールを燃焼すると酸化鉄

になる。 
 

 
 
 
導 
 
入 
 
５ 

 
１ 既習事項の確認 
 
 
 
 
 
 
２ 課題の提示 

気体が発生したり、物質が燃焼する化学変化（開放系）の前後で 
質量はどうなるのだろうか。 

  
・ 今まで学習した実験を思い起

こさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 課題を把握すること

ができたか。（関） 
 



 
・ 気体発生や燃焼の化学変化の

前後で物質の質量はどうなる

のか予想させ、発表させる。 
 
 
 
・ 各班毎に石灰石に塩酸を加え

る実験、スチールウールを燃

焼する実験を行わせ、反応の

ようすと反応前後の質量変化

を調べさせる。 
 
 
 
 
 
・ 各班毎に実験結果をまとめさ

せる。 
 
 

 
・ 気体発生や燃焼のときには前

時の学習内容から質量は変わ

らない、酸素と結びつくから

重くなる、気体が発生するか

ら軽くなると予想する。 
 
・ 石灰石に塩酸を加える実験を

行い、反応の前後の質量を測

定する。また、スチールウー

ルを燃焼する実験を行い、反

応の前後の質量を測定する。 
 
 
 
 
 
・ 石灰石に塩酸を加えると気体

が発生し、質量が減少した。

スチールウールを燃焼すると

酸化鉄になり、質量が増加し

た。 
 

 
・ 予想をプリントに記入させ

る。合わせて、予想を立てた

理由をできるだけ記入させ

る。 
 
 
・ 質量を測定するので、できる

だけ誤差を無くすように実験

前に説明する。 
・ 気体が発生する時の気泡のよ

うすなどについても注意深く

観察させる。 
・ 机間巡視をし、実験の援助を

行う。 
 
・ 各班ＴＰシートに結果を書か

せ、一覧表にする。 
 
 

 
・ 化学変化の前後で物

質の質量はどうなる

のか自分なりの予想

を立てることができ

たか。（関） 
 
・ 気体発生、燃焼の化

学変化の前後での質

量測定を行うことが

できたか。（技） 
 
 
 
 
 
・ 気体発生、燃焼の化

学変化の前後で質量

が増減していること

を見つけることがで

きたか。（思） 
 

｛思考｝ 
・ 前回の実験結果と比較させ

る。 
 
・ 実験で行った化学変化の前後

で、質量が増減した理由を各

自に考えさせる。 
 

 
・ 今回の実験で質量が変化した

ことに疑問を持つ。 
 
・ 質量が増減した理由を考え、

二酸化炭素が発生したこと、

酸素が結びついたことと結論

する。 
 

 
・ 前回の実験では質量が変化し

なかったことを強調する。 
 
・ 各自の考えをプリントに書か

せる。考えつかない生徒には

どちらも気体が関係している

化学変化であることを伝え

る。 

 
・ 開放系の化学変化に

おいて質量の増減し

た理由を考えること

ができたか。（思） 
 

    
｛表現｝ 
・ 実験による化学変化により、

質量が増減した理由を班の中

で発表させ、お互いの考えを

交流させる。 
 
・ 各班毎に出た一つの結論を全

体の場で発表させ、各班の考

えを交流させる。 

 
・ 班の中で自分の考えを理由を

つけて説明する。 
 
 
 
・ 導き出された結論を理由をつ

けて発表する。 
 
 
 

 
・ より正しい結論を導き出させ

るために、お互いの考えに質

問、意見を出すように促す。 
 
 
・ 理由も合わせて発表させる。 
・ 班毎に出てきた理由が違って

いる場合には、その一つ一つ

の理由についての考えを他の

班に聞く。 

 
・ 質量が増減した理由

について自分の考え

を述べることができ

たか。（表） 
 
・ 他の人の意見を聞

き、自分の考えを高

めることができた

か。（思） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
３７ 

 
３ 課題の予想 
 
 
 
 
 
４ 課題の追求 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 実験結果の確認 
 
 
 
 
 
６ 実験結果の考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
終 
 
 
 
結 
 
８ 

 
７ 本時のまとめ 
 
 
 
 
 
８ 次時の予告 
 

 
・ 気体発生、燃焼の化学変化で

は気体が出入りしたため質量

が増減してしまったことを確

認する。 
 
 
・ 化学変化前の質量の総和と化

学変化後の質量の総和を正し

く測定していたか投げかけ

る。 
 

 
・ お互いに話し合った結果を自

分の考えに照らし合わせ、気

体が出入りしたために質量が

増減してしまったことをまと

める。 
 
・ 燃焼の実験では変化前の酸素

の質量を、気体発生の実験で

は変化後の気体の質量を測定

していないことに気づき、発

表する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 前時に学習した閉鎖系の化学

変化と今日学習した開放系の

化学変化について紙板書で確

認し、変化前の質量の総和を

測定しているか、変化後の質

量の総和を測定しているか確

かめさせるようにする。 
 

 
・ 質量の増減は物質

（気体）の出入りが

起きたためであると

いうことに気づいた

か。（思） 
 
・ 物質を出入りさせな

ければ質量は変化し

ないのではないかと

いう考えを持つこと

ができたか。（思） 
 

（３） 評価の観点 
・開放系の化学変化において、化学変化前に関係する物質の質量と化学変化後に関係する物質の質量に違いが生じるのは気体

の出入りがあるためだと気づくことができたか。 
   ・気体の出入りが無ければ化学変化の前後で質量の総和は変化しないと予想することができたか。 
 



（４） 板書計画 
 
実験結果の考察 
   

 
課題 気体が発生したり物質が燃焼する化学変化の前後で質量はどうなる 
   のだろうか 
 
予想 ・変わらない 
   ・重くなる 
   ・軽くなる 
 
実験の方法 
  Ａ：石灰石に塩酸を加える 
  Ｂ：スチールウールを燃焼させる 
（１） Ａ，Ｂそれぞれの２つの物質を別々の容器に入れ、全体の

質量をはかる。 
（２） Ａ，Ｂそれぞれの２つの物質を混ぜ合わせ、反応のようす

を観察する。 
（３） 反応が終わったら、再び全体の質量をはかる。 

 

 
 
 
 

 
（５） 生徒座席表 


